
A一般競争入札公告               E 

 

平成２８年２月１８日 

                    独立行政法人労働安全衛生総合研究所 

                           理事長  小 川  康 恭 

 

１ 競争入札に付する事項 

 （１）件名及び数量 

     「平成２８年度（登戸地区）吸収冷凍機・冷温水機保守点検業務」 一式 

   内容については仕様書による。 

 

２ 競争参加資格に関する事項 

（１） 契約を締結する能力を有しないと認められる者又は破産者で復権を得ていない者

でないこと。ただし、未成年者、被保佐人又は被補助者であって、契約締結のため

に必要な同意を得ている者はこの限りではない。 

（２） 以下の一に該当すると認められる場合は、その事実があった後２年間を経過して

いる者であること。なお、これを代理人、支配人その他の使用人として使用する者

についても同様とする。 

① 契約の履行に当たり故意に工事若しくは製造を粗雑にし、又は物件の品質若しく

は数量に関して不正の行為をした者。 

② 公正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を害し若しくは不正な利益を得る

ために連合した者。 

③ 落札者が契約を結ぶこと又は契約者が契約を履行することを妨げた者。 

④ 監督又は検査の実施に当たり職員の職務の執行を妨げた者。 

⑤ 正当な理由が無くて契約を履行しなかった者。 

⑥ ①～⑤の一に該当する事実があった後２年間を経過しない者を、契約の履行に当

たり、代理人、支配人その他使用人として使用した者。 

 （３）競争参加資格については、厚生労働省競争参加資格（全省庁統一資格）を準用す

るものとし、同資格の「役務の提供等」において、関東・甲信越地域の競争参加資

格を有する者であること。入札書の提出期限の前日までに、上記競争参加資格の写

しを提出すること。 

 （４）過去５ヵ年において、労働安全衛生総合研究所で備える吸収冷凍機・冷温水機と

同種・同規模の設備を有し、かつ動物実験を行っている研究機関等（国、独立行政

法人等を含む）との契約実績があること。 

    なお、上記の事実を証明するための契約書、仕様書の写しを下記期限までに提出

すること。 

    提出期日 平成２８年３月８日（火）１７時まで 

        提出場所 神奈川県川崎市多摩区長尾６－２１－１ 

             独立行政法人労働安全衛生総合研究所総務課経理第二係 

 （５）官庁から指名停止を受けている期間に該当しない者。 

 

３ 入札説明の日時、場所 

     日時：入札公告掲載日から平成２８年３月８日（火）までの月、火、水、木曜日 

        ただし、１０時から１２時、１３時から１７時までの間とする。 

        入札説明の日時は、当研究所に電話連絡の上調整すること。 

     場所：神奈川県川崎市多摩区長尾６－２１－１ 

            独立行政法人労働安全衛生総合研究所総務課経理第二係 

               ＴＥＬ：０４４－８６５－６１１１（代表）  

          ＦＡＸ：０４４－８６５－６１１６ 

 

 



４ 入札及び開札 

 （１）入札書の提出 

   入札書は郵送または入札会場への持参により受け付ける。 

   ただし、郵送する場合には、書留郵便等の配達の記録が残るもので開札日（平成２８

年３月１５日）の１１時までに必着のこと。 

  郵送先：〒２１４－８５８５ 神奈川県川崎市多摩区長尾６－２１－１ 

      独立行政法人労働安全衛生総合研究所総務課経理第二係 

 （２）入札及び開札の日時、場所 

    日時 平成２７年３月１５日（火）１５：００ 

    場所 〒２１４－８５８５ 神奈川県川崎市多摩区長尾６－２１－１ 

         独立行政法人労働安全衛生総合研究所管理棟１階会議室 

            ※入札者が開札に立ち会わない場合には、ＦＡＸにて結果をお知らせします。 

 

５ 支払い 

年４回、各四半期経過後の後払いとする。 

ただし、仕様書「３保守業務」で定める委託者の承認を得た上で発生した交換部品等に係る

実費はこの限りではない。 

 

６ その他 

 （１）入札保証金に関する事項 

入札保証金の納付を免除する。 

 （２）入札の無効 

上記２に示した競争参加資格を有しない者のした入札は、これを無効とする。 

 （３）契約書作成の要否 

    要。             

 （４）契約に係る情報の公表に関する事項 

独立行政法人が行う契約については、「独立行政法人の事務・事業の見直しの基

本方針」（平成２２年１２月７日閣議決定）において、独立行政法人と一定の関係

を有する法人と契約をする場合には、当該法人への再就職の状況、当該法人との間

の取引等の状況について情報を公開するなどの取組を進めるとされているところで

す。 

これに基づき、別紙のとおり、当研究所との関係に係る情報を当研究所のホーム

ページで公表することとしますので、所要の情報の当方への提供及び情報の公表に

同意の上で、応札若しくは応募又は契約の締結を行っていただくよう御理解と御協

力をお願いいたします。 

なお、案件への応札若しくは応募又は契約の締結をもって同意されたものとみな

させていただきますので、ご了知願います。 



＜独立行政法人の契約に係る情報の公表＞ 

 独立行政法人が行う契約については、「独立行政法人の事務・事業の見直しの基本方針」

（平成２２年１２月７日閣議決定）において、独立行政法人と一定の関係を有する法人と

契約をする場合には、当該法人への再就職の状況、当該法人との間の取引等の状況につい

て情報を公開するなどの取組を進めるとされているところです。 
 これに基づき、以下のとおり、当研究所との関係に係る情報を当研究所のホームページ

で公表することとしますので、所要の情報の当方への提供及び情報の公表に同意の上で、

応札若しくは応募又は契約の締結を行っていただくよう御理解と御協力をお願いいたし

ます。 
 なお、案件への応札若しくは応募又は契約の締結をもって同意されたものとみなさせて

いただきますので、ご了知願います。 

（１）公表の対象となる契約先 
次のいずれにも該当する契約先 

① 当研究所において役員を経験した者（役員経験者）が再就職していること又は課

長相当職以上の職を経験した者（課長相当職以上経験者）が役員、顧問等として再

就職していること 
② 当研究所との間の取引高が、総売上高又は事業収入の３分の１以上を占めている

こと 
※ 予定価格が一定の金額を超えない契約や光熱水費の支出に係る契約等は対象外 

（２）公表する情報 
上記に該当する契約先について、契約ごとに、物品役務等の名称及び数量、契約締

結日、契約先の名称、契約金額、法人番号等と併せ、次に掲げる情報を公表します。 
① 当研究所の役員経験者及び課長相当職以上経験者（当機構ＯＢ）の人数、職名及

び当機構における最終職名 
② 当研究所との間の取引高 
③ 総売上高又は事業収入に占める当機構との間の取引高の割合が、次の区分のいず

れかに該当する旨 
３分の１以上２分の１未満、２分の１以上３分の２未満又は３分の２以上 

④ 一者応札又は一者応募である場合はその旨 
（３）当方に提供していただく情報 

① 契約締結日時点で在職している当研究所ＯＢに係る情報（人数、現在の職名及び

当機構における最終職名等） 
② 直近の事業年度における総売上高又は事業収入及び当機構との間の取引高 

（４）公表日 
契約締結日の翌日から起算して原則として７２日以内（4 月に締結した契約について

は原則として 93日以内） 

（５）その他 
   応札若しくは応募又は契約の締結を行ったにもかかわらず情報提供等の協力をして

いただけない相手方については、その名称等を公表させていただくことがあり得ます

ので、ご了知願います。 
 

（別紙） 



入 札 説 明 書 

 

 

１ 競争入札に付する事項 

 （１）件名 

「平成２８年度（登戸地区）吸収冷凍機・冷温水機保守点検業務」 一式 

 （２）仕様書 

別紙のとおり 

 （３）契約期間 

平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで 

  

２ 入札心得 

 （１） 入札価格は、仕様書に基づいて算出した価格により入札を行う。 

 （２） 落札者の決定に当たっては、入札書に記載された金額をもって、当法人

の規程に定めるところにより予定価格の制限の範囲内で申し込みをした者

のうち最低価格の入札者を落札者とする。 

     ※入札書の金額は消費税込みの額(本件の履行にかかる費用の総額に 

１００分の８を乗じた金額を加えた額)を記載すること。 

（３） 入札書の形式は別添様式とする。 

（４） 入札書の宛名は、「独立行政法人労働安全衛生総合研究所理事長」宛と

すること。 

（５）入札書の表面に「平成２８年度（登戸地区）吸収冷凍機・冷温水機保守点

検業務」と記載すること。 

（６） 入札書には、社名及び代表者名の記入、社印及び代表者印を押印するこ

と。 

（７） 代表者以外の者が入札する場合は、委任状を持参すること。 

（８） 入札書における金額訂正は行わないこと。 

（９） 入札の最低価格が予定価格を超えている場合はその場で再度入札を行う

ので、そのための入札書を用意すること。 

なお、郵送による入札の場合には再度入札には参加できない。 

（９） 当研究所は、「独立行政法人改革等に関する基本的な方針」（平成２５

年１２月２４日閣議決定）に基づき、平成２８年４月１日に独立行政法人

労働者健康福祉機構と統合し、独立行政法人労働者健康安全機構労働安全

衛生総合研究所となる。 
 

 

以  上 



　受託者は、以下の要領により、労働安全衛生総合研究所（登戸地区）で使用する吸収冷凍機

及び冷温水機につき保守・点検等の作業を行うものとする。

1 対象機器

本契約の対象となる機器は、次のとおりである。

（1）吸収冷凍機　ＴＳＡ－ＡＷ－ＨＳ１５０Ｅ１Ｓ　２基　（三洋電機製）

（2）冷温水機　　ＴＳＡ－ＡＵＷ－ＨＳ１３０ＦＧ１Ｌ　１基　（三洋電機製）

2 点検・洗浄・部品交換業務

　乙は以下の要領により点検・洗浄・部品交換を行い、作業終了後には各項目について

書面により報告を行うものとする。

○吸収冷凍機　ＴＳＡ－ＡＷ－ＨＳ１５０Ｅ１Ｓ　２基（1号機・2号機）

（1）冷房開始時点検（実施時期：４月上旬）

① 外観検査

本体及び部品の外観損傷の有無の確認

② 安全保護装置の設定値確認

高温再生器圧力スイッチ、冷水フロースイッチの点検

③ 付帯設備の確認

冷水系バルブ、冷却水系バルブ、冷水・冷却水の水張り、蒸気系バルブの点検

水系流量の確認

④ 真空度の確認

抽気ポンプの始動試験

貯室圧力・胴内圧力の確認

⑤ 本体の確認

各弁の開閉状態、制御板切替の確認

⑥ 電気機能点検

液晶の明るさ確認

時刻確認

コントロール基板の確認（制御回路機能試験、安全停止回路試験、動力回路

機能試験、インバーター設定値確認）

⑦ 制御動作確認

容量制御動作確認

吸収液ポンプ発停動作確認

冷媒ポンプ発停動作確認

冷却水温度制御動作確認

各ポンプ循環状態の確認

⑧ 分析用吸収液のサンプリング

吸収液抜き取り

液質調査

⑨ 運転データの記録・運転調整

データの記録・分析

冷媒、吸収液の濃度・比重のチェック

吸収冷凍機・冷温水機保守点検業務　仕様書



（2）冷房使用時点検（実施時期：８月）

① 外観検査

本体及び部品の外観損傷の有無の確認

② 安全保護装置の設定値確認

高温再生器圧力スイッチの点検

③ 付帯設備の確認

水系流量の確認

各ポンプ循環状態の確認

④ 真空度の確認

抽気ポンプの始動試験

貯室圧力・胴内圧力の確認

⑤ 電気機能点検

液晶の明るさ確認

時刻確認

コントロール基板の確認

⑥ 分析用吸収液のサンプリング

吸収液抜き取り

液質調査

⑦ 運転データの記録・運転調整

データの記録・分析

冷媒、吸収液の濃度・比重のチェック

（3）冷房終了時点検（実施時期：１１月）

① 外観検査

本体及び部品の外観損傷の有無の確認

② 電気系統の確認

各ポンプ絶縁抵抗の確認

③ 真空度の確認

抽気ポンプの始動試験

貯室圧力・胴内圧力の確認

④ 冷却水系の確認

冷却水チューブの汚れ点検

（4）冷却水系チューブの洗浄業務（実施時期：１１月）

冷却水系チューブをブラシにて洗浄する。

３年に１度は薬品にて洗浄するものとする。

（２６年度は３号機、２７年度は１号機につき実施。２８年度は２号機へ実施予定。）

（5）部品交換

蒸気遮断弁バッテリー　１個（交換時期：３月）

パラジウムセル　１式（交換時期：６月）



○冷温水機　　ＴＳＡ－ＡＵＷ－ＨＳ１３０ＦＧ１Ｌ　１基（３号機）

（1）冷房開始時点検（実施時期：３月中旬）

① 外観検査

本体及び部品の外観損傷の有無の確認

② 安全保護装置の設定値確認

高温再生器圧力スイッチ、冷温水フロースイッチの点検

③ 付帯設備の確認

冷水系バルブ、冷却水系バルブ、冷水・冷却水の水張りの点検

水系流量の確認

④ 真空度の確認

抽気ポンプの始動試験

貯室圧力・胴内圧力の確認

⑤ 本体の確認

各弁の開閉状態、制御盤切替の確認

⑥ 電気機能点検

コントロール基板の確認（制御回路機能試験、安全停止回路試験、動力回路

機能試験、インバーター設定値確認）

燃焼系異常動作確認

⑦ 燃焼関係の確認

着火動作の確認

フレーム電流の測定

燃焼状態の点検（排ガス中の酸素・二酸化炭素濃度測定）

⑧ 制御動作確認

容量制御動作確認

吸収液ポンプ発停動作確認

冷媒ポンプ発停動作確認

冷却水温度制御動作確認

各ポンプ循環状態の確認

⑨ 分析用吸収液のサンプリング

吸収液抜き取り

液質調査

（2）冷房使用時点検（実施時期：６月又は９月）

① 外観検査

本体及び部品の外観損傷の有無の確認

② 安全保護装置の設定値確認

高温再生器圧力スイッチの点検

③ 付帯設備の確認

水系流量の確認

各ポンプ循環状態の確認

④ 真空度の確認

抽気ポンプの始動試験

貯室圧力・胴内圧力の確認

⑤ 電気機能点検

時刻確認

コントロール基板の確認

⑥ 燃焼関係の確認

着火動作の確認

フレーム電流の測定

燃焼状態の点検（排ガス中の酸素・二酸化炭素濃度測定）



⑦ 分析用吸収液のサンプリング

吸収液抜き取り

液質調査

⑧ 運転データの記録・運転調整

データの記録・分析

冷媒、吸収液の濃度・比重のチェック

（3）冷房終了時点検（実施時期：１１月）

① 外観検査

本体及び部品の外観損傷の有無の確認

② 電気系統の確認

各ポンプ絶縁抵抗の確認

③ 真空度の確認

抽気ポンプの始動試験

貯室圧力・胴内圧力の確認

④ 高温再生器の点検

バーナーヘッドの清掃

⑤ 冷却水系の確認

冷却水チューブの汚れ点検

（4）冷却水系チューブの洗浄業務（実施時期：１２月）

冷却水系チューブをブラシにて洗浄する。

３年に１度は薬品にて洗浄するものとする。

（２６年度は３号機、２７年度は１号機につき実施。２８年度は２号機へ実施予定。）

（5）部品交換（実施時期：適時）

ウルトラビジョン　１式

3 保守業務

　本契約に係る機器類の故障、不具合等が発生したときには、受託者は、直ちに適切な

措置を採るものとする。これにより発生する作業に係る経費は受託者の負担とし、委託

者の承認を得た上で発生した交換部品等に係る実費は委託者の負担とする。

4 特記事項

（1） 本仕様書に記載のない事項については、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

「建築保全業務共通仕様書（平成２５年版）」によるものとするが、作業

条件、作業方法、使用材料、使用設備、その他注意事項に関しては、対象機

器のメーカー作業標準に従い確実に実施するものとする。

（2） 定期的に吸収液をサンプリング・分析し、吸収液の状態を的確にコントロー

ルすること。なお、調整値は委託者の指示に従うものとする。

5 契約外事項

（1）蒸気遮断弁バッテリー以外の部品交換

（2）真空破壊を必要とする修理・点検・オーバーホール工事

6 業務委託期間

 平成２８年４月１日 ～ 平成２９年３月３１日



 
 

平成   年   月   日 
 

入 札 書 
   

 

独立行政法人 労働安全衛生総合研究所 
理事長 殿  

 
 

住   所               

名   称               
代表者名               

 

 

件名 

「平成２８年度（登戸地区）吸収冷凍機・冷温水機保守点検業務」 一式 

     

 

本件につき、下記の金額にて入札いたします。 

 

 

記 
 
 

入札金額   

十 億   
  

千  
  

百   
  

， 

十   
  

万   
  

 

千   
  

， 

百   
  

十   
  

 

円 

                                （税込） 

 

 

 

（担当者氏名） 

（ＴＥＬ） 

  （ＦＡＸ） 
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